
講
和
後
の
極
め
て
困
難
な
る
内
外
の
諸
情
磐
に
囲
ま
れ
て
、
日
本
民
族
が
名
実
と

も
に
独
立
国
の
態
を
具
有
す
る
平
和
国
家
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
維
新
の
大

業
に
た
と
う
べ
き
大
事
業
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
当
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
周
辺
を
顧

る
に
、
不
幸
に
し
て
戦
中
戦
後
に
う
ん
醸
さ
れ
た
国
民
精
神
の
弛
緩
、
自
主
性
の
喪

失
、
道
義
の
低
下
、
経
済
力
に
不
相
応
な
消
費
等
の
陪
習
が
、
今
な
お
衰
え
る
と
こ

ろ
を
知
ら
ず
、
日
に
日
に
国
民
の
魂
を
む
し
ば
み
つ
つ
あ
る
か
に
見
受
け
ら
れ
る
。

か
く
て
は
民
族
の
独
立
も
、
経
済
の
再
建
も
、
所
詮
礎
な
き
砂
上
の
楼
閣
に
終
る
お

そ
れ
な
し
と
し
な
い
。

斯
る
好
ま
し
か
ら
ぬ
風
潮
を
克
服
し
、
健
康
に
し
て
清
潔
、
簡
素
な
る
生
活
秩
序

を
確
立
す
る
こ
と
は
、
こ
の
際
凡
ゆ
る
施
策
に
先
行
す
る
日
本
再
建
の
根
本
問
縣
で

あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
。
講
和
条
約
調
印
を
機
会
に
、
わ
れ
わ
れ
が
新
生
活
運
動
を

提
唱
す
る
所
以
で
あ
る
。

こ
の
新
生
活
運
動
が
、
国
民
各
層
の
支
持
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
環
境
に
即

応
す
る
方
式
で
、
各
方
面
か
ら
燃
え
上
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
す
る
。

二
、
運
動
の
目
標

わ
れ
わ
れ
が
、
経
済
人
の
立
場
に
お
い
て
、
こ
の
際
実
行
せ
ん
と
す
る
運
動
目

標
は
概
ね
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

田
会
社
の
接
待
費
を
極
力
節
減
す
る
こ
と

②

宴
会
を
簡
素
化
し
、
そ
の
回
数
、
時
間
を
縮
減
す
る
こ
と

③

不

健
全
な
る
饗
宴
、
贈
与
を
止
め
る
こ
と

④
会
社
の
諸
行
事
（
祝
宴
、

記
念
品
等
）
を
簡
素
化
す
る
こ
と

⑤

冠

婚

葬
祭
を
簡
素
化
す
る
こ
と
、

特
に
形
式
に
流
れ
る
葬
儀
の
供
物
を
廃

止
、
辞
退
す
る
こ
と

⑥
営
業
用
の
歳
暮
、
中
元
等
の
贈
答
を
節
減
す
る
こ
と

m
営
業
用
の
年
賀
状
、
時
侯
見
舞
等
を
廃
止
す
る
こ
と

⑧

餞
別
、
送
迎
等
を
自
粛
す
る
こ
と

⑨

諸
集
会
に
お
け
る
時
間
を
励
行
す
る
こ
と

三
、
運
動
の
実
施
要
領

山

全

国

の

同
友
会
会
員
は
、
各
自
の
立
場
に
即
し
て
、

す
る

②

有

力

経
済
団
体
に
呼
び
か
け
、

共
同
の
運
動
と
す
る

③
こ
の
運
動
に
対
し
、
政
府
、
政
党
、
官
公
庁
、
言
論
機
関
等
の
協
力
を
求
め
る

こ
の
運
動
を
率
先
実
行

講
和
条
約
の
発
効
に
よ
っ

て、

今
後
の
新
し
い
経
済
政
策
の
基
本
方
針
は
特
に
次

の
四
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

山

占

領
下
に
お
い
て
梢
々
も
す
れ
ば
失
わ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
経
済
上
の
自
主
性

を
堅
持
す
る
こ
と
。
予
算
編
成
、
海
外
市
場
選
択
及
び
財
政
、
金
融
、
産
業
貿

易
政
策
の
決
定
は
わ
が
国
の
自
主
的
な
立
場
に
お
い
て
行
う
。

図
人
口
に
比
し
資
源
が
相
対
的
に
貧
困
な
た
め
貿
易
が
重
要
な
役
割
を
持
つ

故
、
今
後
は
安
定
し
た
市
場
の
獲
得
、
国
内
産
業
の
育
成
の
外
、
世
界
貿
易
の

趨
勢
か
ら
み
て
国
内
市
場
の
育
成
、
国
内
資
瀕
の
開
発
を
特
に
必
要
と
す
る
。

③
従
来
の
経
済
政
策
等
の
重
点
は
、
経
済
の
量
的
な
拡
張
に
お
か
れ
た
が
、
今

後
は
産
業
構
造
の
是
正
、
経
営
内
容
の
改
善
、
技
術
水
準
の
引
上
げ
等
に
よ
る

、
、
、
、
、

質
的
な
拡
充
に
重
点
を
お
く
。

（
二
七
・

六

・
七

第

7
回
関
西
経
済
同
友
会
大
会
決
議
於
大
阪
）

講
和
条
約
発
効
に
伴
う
経
済
政
策
転
換
の
要
望

⑩
そ
の
他
各
般
に
亘
る
無
駄
の
排
除
、
冗
費
の
節
約
を
行
う
こ
と
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関
税
制
度
、
輸
出
保
障
制
度
の
改
善

平
等
互
恵
の
通
商
航
海
条
約
の
締
結

口
対
外
収
支
維
持
の
た
め
の
対
策

④
戦
時
及
び
終
戦
後
の
経
済
統
制
は
、
経
済
の
矛
盾
を
将
来
に
ひ
き
の
ば
し
却

っ
て
正
常
化
を
妨
げ
た
。
今
後
日
本
経
済
を
急
速
に
健
全
な
基
盤
の
上
に
自
立

化
せ
し
め
る
に
は
一
定
の
目
標
の
下
に
綜
合
的
長
期
計
画
を
た
て
、
こ
れ
に
よ

り
運
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
基
本
方
針
を
実
施
す
る
た
め
の
主
た
る
研
究
課
題
は
次
の
通
り
で
あ

る。

国
内
炭
活
用
等
）

山
産
業
構
造
に
お
け
る
重
化
学
工
業
の
地
位
を
強
化
す
る
。

②
設
備
投
資
の
重
点
化
、
設
備
制
限
及
び
許
可
の
考
慮

③
重
要
産
業
の
保
護
助
成
（
特
別
価
額
制
、
補
助
金
、
免
減
税
等
の
措
置
考

慇

）

山
電
源
開
発
の
促
進

固

農
業
の
近
代
化
と
農
村
の
工
業
化

⑥
国
内
資
源
の
開
発
と
活
用
（
合
成
繊
維
の
育
成
、

m
船
舶
の
拡
充

山

特

需
等
の
臨
時
的
収
入
が
消
失
し
た
場
合
の
ド
ル
不
足
に
対
処
す
る
た
め

市
場
転
換
等
貿
易
の
正
常
化
に
つ
と
め
る
。

図
ア
ジ
ア
諸
地
域
と
の
貿
易
を
促
進
す
る
。

⑧
現
在
国
際
収
支
の
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
特
需
及
び
今
後
の
い
わ
ゆ

る
日
米
経
済
協
力
は
、
産
業
構
造
を
奇
型
化
し
な
い
方
向
及
び
限
度
内
で
行

う。

④
 
5
 

日

産

業

政

策

因 国
商
業
流
通
機
構
の
強
化
対
策

四

企
業
合
理
化
対
策

曰

(1) 財
政
金
融
対
策

山
臨
時
的
支
出
を
可
及
的
少
く
し
｀
長
期
的
な
資
本
蓄
積
方
策
を
た
て
る
。

②
極
力
減
税
を
実
施
し
、
企
業
の
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
購
買
力
の
増

加
を
図
る
。

③
公
共
事
業
、
農
業
投
資
を
増
加
し
食
糧
自
給
度
の
向
上
を
図
る
。

山
政
府
投
資
は
電
振
開
発
、
造
船
等
の
基
幹
産
業
に
重
点
を
お
く
と
と
も
に

そ
れ
を
中
心
と
し
た
長
期
投
資
計
画
を
つ
く
る
。

⑤
金
利
引
下
げ
、
特
に
輸
出
入
銀
行
等
の
公
的
金
融
機
関
の
金
利
引
下
げ

⑥
為
替
銀
行
の
整
備

m
証
券
市
場
の
育
成

山
近
代
化
法
案
の
促
進
、
特
に
鉄
鋼
機
械
設
備
の
近
代
化

図
技
術
水
準
の
引
上
げ

③
余
裕
外
貨
資
金
及
び
臨
時
的
外
貨
収
入
に
よ
る
機
械
輸
入
、

設
備
合
理
化

山
企
業
設
備
錆
却
、
内
部
留
保
増
大
に
よ
る
企
業
経
営
の
改
善

調
査
統
計
の
整
備

機
構
の
整
備
拡
充

田
問
屋
機
構
の
整
備

②
中
小
企
業
の
組
織

⑪
貿
易
商
社
の
強
化

山
輸
出
組
合
の
設
立

こ
れ
に
よ
る
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(2) 

（
二
八
・
六
•
六

第
8
回
関
西
経
済
同
友
会
大
会
決
議
於
徳
島
）

海
外
情
勢
の
適
確
迅
速
な
把
握

占
領
政
策
行
き
過
ぎ
是
正
の
早
急
な
る

実
現
を
要
望
す
る

昨
秋
の
第
四
次
吉
田
内
閣
誕
生
以
来
、
政
局
は
頓
に
混
乱
を
呈
し
、
諸
政
党
は
山

積
せ
る
内
外
の
政
治
的
経
済
的
諸
問
題
の
解
決
を
よ
そ
に
徒
ら
に
政
争
の
み
を
こ
と

と
し
て
、
遂
に
再
び
過
般
の
総
選
挙
と
な
り
、
国
務
遂
行
に
多
大
の
空
白
を
生
ぜ
し

め
、
現
下
最
大
の
緊
急
事
た
る
わ
が
国
経
済
自
立
の
推
進
に
も
著
し
い
停
滞
が
見
ら

れ
る
に
至

っ
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
経
済
人
と
し
て
誠
に
遺
憾
の
極
み
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
従
っ
て
今
回
成
立
を
見
た
新
内
閣
に
課
せ
ら
れ
た
る
主
要
任
務
が
、

速

か
に
政
局
の
安
定
に
全
力
を
集
注
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
経
済
の
自
主
性
確
立
を

目
指
す
諸
政
策
の
強
力
な
る
実
現
を
期
す
る
点
に
存
す
る
こ
と
は
此
処
に
多
言
を
要

し
な
い
処
で
あ
る
。
こ
れ
が
た
め
に
は
、

速
か
に
強
力
な
る
経
済
外
交
を
展
開
し
て

輸
出
貿
易
振
興
の
方
途
を
講
ず
る
と
共
に
、
国
内
経
済
を
計
画
的
に
整
備
し
て
国
際

競
争
力
の
増
強
に
資
す
る
万
般
の
措
置
を
講
ぜ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
等
諸
般
の
対
策
は
そ
の
各
々
の
部
門
に
お
い

て
実
現
を
見
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
が
一
っ
と
し
て
占
領
政
策
の
行
き
過
ぎ
に
基
く
日
本
経
済
の
現
実

か
ら
遊
離
し
た
幾
多
の
法
規
、
制
度
の
改
正
も
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
こ
れ
ら
の
法
規
、
制
度
の
是
正
な
く
し
て
は
わ
が
国
の
経
済
活
動
の
強
化
促
進
は

到
底
期
待
し
得
べ
く
も
な
い
。
し
か
も
緊
迫
せ
る
内
外
の
諸
情
勢
は
こ
れ
が
実
現
の

一
日
も
早
急
な
ら
ん
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

口 口
わ
れ
わ
れ
は
、
政
府
が
こ
の
是
正
措
置
に
対
し
て
前
内
閣
以
上
の
熱
意
を
も
っ
て

こ
れ
に
当
り
、
特
に
左
の
三
項
目
に
関
し
て
は
速
か
に
所
定
の
手
続
を
完
了
し
、
直

ち
に
実
施
に
移
さ
れ
ん
こ
と
を
切
に
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

独
占
禁
止
法
の
改
正

独
占
禁
止
法
が
輸
出
貿
易
の
伸
長
と
国
内
経
済
力
の
強
化
と
を
妨
げ
る
重
大
な
要

因
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
な
る
事
実
で
あ
る
。
よ
っ
て
貿
易
振
興
カ
ル
テ

ル
の
容
認
を
始
め
と
す
る
同
法
の
改
正
は
、
少
く
と
も
前
内
閣
立
案
に
か
か
る
改
正

案
の
線
で
実
現
を
計
る
と
と
も
に
、
こ
の
関
連
法
規
た
る
事
業
者
団
体
法
の
廃
止
を

断
行
す
る
こ
と
。

労
働
法
規
の
改
正

生
産
性
昂
揚
の
た
め
、
労
働
立
法
の
組
合
偏
重
傾
向
を
改
め
て
労
使
双
方
の
衡
平

な
る
関
係
を
樹
立
し
、
併
せ
て
大
衆
の
利
益
を
設
る
方
向
を
確
保
す
る
と
共
に
、
労

働
監
督
機
関
の
簡
素
化、

労
働
委
員
会
の
強
化
を
計
る
べ
く
、
労
働
関
係
法
規
の
改

正
を
実
現
す
る
こ
と
。

税
制
の
改
革

シ
ャ
ウ
。
フ
勧
告
に
源
を
発
す
る
現
行
税
制
が
わ
が
国
の
企
業
活
動
及
び
国
民
消
費

生
活
に
及
ぽ
し
た
弊
害
を
考
慮
し
、
減
税
特
に
法
人
税
の
減
税
に
よ
っ
て
資
本
蓄
積

を
計
る
と
共
に
、
税
体
系
に
お
い
て
は
直
接
税
偏
向
を
改
め
間
接
税
を
増
徴
し
、
地

方
税
は
出
来
る
限
り
国
税
の
付
加
税
と
す
る
等
税
制
の
簡
素
化
を
計
り
、
さ
ら
に
地

方
財
政
に
対
す
る
国
家
の
監
督
権
を
強
化
し
て
、
も
っ
て
地
方
行
政
の
刷
新
と
行
政

費
の
節
約
に
資
す
る
こ
と
。

H 
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